
〈宣言日・変更日〉　令和２年３月３１日

ゴール 来年度の取組目標

食材の持つ特質の理解をさらに深めるため、材料の
産地や添加物の使用/不使用等の情報をお客さまに開
示する取組みを行い、全ての人に美味しく健康な暮
らしを提供する

職業講話の受け入れも積極的に行い教育現場の一助
となる。年間2回の職業講和受け入れを目標とする。

今後も継続

マイバッグプレゼントキャンペーンを実施し、マイ
バック利用促進サービスを展開する。

今後も継続して使用

被災地の産物を活用した新商品をさらにもう1品開発
する。

（記載上の注意）

１　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

３　目標はなるべく定量的に記載してください。

４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

職　名

氏　名

代表取締役

長谷川誠

原料や製品を購入する際に過度な値引き交渉をしな
い。

マイクロプラスチック削減に向けレジ袋を紙製品を
メインに使用

店舗改装時における新設什器作成時に古材を使用。
また、既存の什器をリノベーションして再利用

事業所・団体名称
（本社が届け出る場合はその事業所の数　　　　　　）

被災地岩手県において収穫された和胡桃を使用した
復興支援の商品開発

代表者　職・氏名

これまでの取組

材料はできる限り国産にこだわり、添加物を使用せ
ず安心して楽しく美味しいパンを提供する

職業体験の場としての柔軟な受け入れ体制の整備

業　種

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

http://www.monpa.jp/

男性　　１　 人　　女性　　６　 人　　　計　　７　 人

ミヤマパン

３．製造業

〒４２４－０８８６　静岡市清水区草薙１丁目１３－１９

各目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言書
私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

楽しく・美味しく・わかりやすい、『食』の持つチカラを活かし、被災地復興支援の食材を活用した商
品開発を通じて、無理なく持続可能な支援を長期にわたり続けていく活動を行う

事業所・団体としての2030年の（または中長期的な）あるべき姿

パンを通じて『食べる力』・『生きる力』の大切さを社会に広め、地域と共に歩み続ける企業として持
続可能な地域社会の発展に寄与する。

事業所・団体としてのねらい、特徴的な活動

http://www.monpa.jp/

